
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校教育目標》 

「育成を目指す資質能力」 

○やり通す「粘り強さ」 

 ○協力する「協働する力」 

 ○前進する「創造する力」 

啓北中四本柱 

・挨拶励行 ・環境美化 

・私語撲滅 ・時間厳守 

苫小牧市立啓北中学校 学校通信 令和８年４月３０日発行 

 言葉に込められた思い  

命を大切にする集会 
 

平成２年４月２９日、支笏湖で啓北中の３人の生徒が命を落としました。毎年４月下旬に、啓北中

では「命を大切にする集会」を開き、３人の生徒へ哀悼の意を表するとともに、この水難事故を取り

上げ、命の大切さについて学んでいます。 

当時の報道には、ご遺族の言葉として「おにぎりを２つ持って元気に出かけて行ったのに・・・」

とあります。きっと「いってきます！」って笑顔で出かけて行ったのだろうと思います。 

私は生徒たちに次のような話をしました。 
 

「 いってきます 」は、元気に帰ってくるよっていう約束だ 

「おかえりなさい」は、無事に帰ってきてくれてありがとうという感謝の気持ちだ 

「  さようなら  」は、また元気に会おうという約束だ 
 

言葉には、思いが込められています。 

今年の大型連休は、５連休となります。すべての生徒が元気な姿で学校に戻ってきてくれることを

願っています。また、ご家族の時間を大切にされ、有意地な連休となることを願っています。 

決意の桜 
水難事故があった当時、啓北中では、生徒一人一人がその年 1年間の目標などを書く「決意樹」と

いう取組をしておりました。亡くなってしまった生徒も書き示していました。その取組は今も継承さ

れています。「決意の桜」です。一枚一枚違う目標が書かれた桜の花がきれいに咲いています。生徒

玄関を入ると貼られていますので、ご来校された時には、命あってこその夢や目標であることを心に

とめながらご覧いただければと思います。 

 
 PTA活動について  
 

先日、書面開催という形で PTA総会を実施いたしました。本校の PTA活動は、保護者の皆様のご協 

力をいただいて取り組む活動は予定しておりませんが、生徒の教育活動充

実のために、大切な会費を使わせていただきます。ご承認いただきありが

とうございました。新役員をご紹介します。 
    

副 会 長 白 鳥 裕 介 様   山 口 純 平（教頭） 

監  査 佐 藤 奈央子 様   齋 藤 温 美 様  

事務局長 遊 佐 直 文（教諭）※会計を兼務 

顧  問 遠 藤 佳 伸（校長） 

   

     

 

啓北中「６つの行動指針」 すべての教育活動を この考えのもと推進していきます。 

01 学ぼう  （子どもも教師も学ぼう）  

02 育てよう （未来を生き抜く子どもに必要な資質・能力を育てよう） 

03 楽しもう （子どもも教師も楽しもう）  

04 聞こう  （意見や悩み事など、子どもの声に耳を傾けよう） 

05 寄り添おう（相手の立場になって考えよう）  

06 つなごう （子ども同士をつなぐとともに、地域に、社会につなげよう） 

会長 齋 藤 健 巳 様 


